
スイッチ　　１式

電動昇降バトンを安全にご利用いただくために、下記の事項を必ずお守りください。

●設置は必ず専門の技術者にて実施お願いします。また、移設時には販売店または弊社までご相談ください。

●取り付けに際しては本体重量（機構部＋バトンパイプ）と積載荷重の合計に十分耐えうる補強及び取付工事を実施ください。

●ストーブなど火器近くでは使用しないで下さい。火災の原因となります。

●濡れた手で操作スイッチに触れないで下さい。感電の危険があります。

●モーター部には触れないで下さい。特にバトンを使用した直後はモーターが高温になっている場合があり火傷の危険があります。

●異音や異臭が発生した場合は、その時点で使用を中止し、販売店または弊社までご相談ください。

●バトンパイプを無理に引き出すとワイヤーの破損や故障の原因となります。

●改造された場合は補償対象外となります。分解や修理は販売店または弊社までご相談ください。

●バトンパイプの停止位置の変更は販売店または弊社までご相談ください。

●吊下げワイヤーに弛みが発生した場合は直ちに使用を中止し、販売店または弊社までご相談ください。

●バトンパイプに傾きが発生した場合は直ちに使用を中止し、販売店または弊社までご相談ください。

●積載荷重以上のものを吊り下げないで下さい。積載物はバトンパイプに均一に取り付け、偏った取り付けを行わないでください。

●バトンの操作は必ず「操作スイッチ」で行って下さい。　トラブルの原因になることがあります。

設置及び取扱いの不備、または天災等による事故、故障については弊社補償の対象外となります。

１

バトンパイプ　１式　　

本体　　１式

ｘ　２

この度は、弊社製品をお買い求めいただきまして、ありがとうございます。

● ご使用の前に、本機を十分生かしてご利用いただくために、この「設置/取扱説明書」を最後までお読みください。

●ワイヤーのみ（バトンパイプを取り外しての無負荷状態）の昇降は、絶対に行わないでください。故障の原因になります。

●バトンの昇降中は、機構部及びバトンパイプには絶対に手を触れないでください。

●バトンにぶらさがったり、不安定な状態で物を掛けたりしないでしないでください。

●バトンを昇降させるときは、周囲に人や障害物がないこと、特にバトンパイプ直下に　人や障害物がないことを確認後、操作しください。

●バトン装置・滑車にゆるみ、ワイヤーに損傷（錆び、断線、変形、髭等）がないか、　定期的に点検してください。

部品リスト　下記部品をご確認ください。

注意書きシール　２種類、各２枚

工具類、ボルト/ナット類：ご準備ください。

　 設置完了後は本設置/取扱説明書と保証書(同梱)を施主様へお渡し頂き、大切に保存してください。

吊金具　吊点数による　　 ワイヤークリップ　吊り点数による

滑車　吊り点数による

　ベース　１枚（３点吊り時のみ）

定期点検時期お知らせシール　２枚、シリアル番号シール　２枚

安全のために必ずお守り頂くこと

電動昇降式バトン（リトルバトン）KEB-LS  設置/取扱説明書

ワイヤたるみ検知装置　２個　　



（１）バトン装置各部名称（２点吊りの場合）

バトンパイプ Φ38 

バトンボックス　別途

1.25x4C

(2次側)

スイッチ

入力 AC100V(1次側)
1.6x2

吊金具

ベース

端子台

リミット
巻取ドラムモーター

ケース

制御回路

入線位置

ボックス中心

1.25x2C 1.25x2C

滑車

155

47.5

30

47.5

15530

ワイヤー

L=パイプ長さ

パイプ長さによる パイプ長さによるパイプ長さによる

ボックス　L=パイプ長さ＋300

マシン　L=1290

パイプ太さは異なる場合があります。 

(吊下荷重、吊り点数、揚程によって異なる場合があります）

ワイヤークリップ

バトンパイプ

滑車

巻上マシン

滑車

３点吊りの場合

滑車滑車

バトンパイプ

巻上マシン

４点吊りの場合

５点吊りの場合

６点吊りの場合

巻上マシン

滑車 滑車

滑車滑車滑車

滑車 滑車 滑車 滑車 滑車

滑車

滑車

巻上マシン

滑車

２

ワイヤたるみ検知装置

ワイヤたるみ検知装置ワイヤたるみ検知装置

ワイヤたるみ検知装置 ワイヤたるみ検知装置

ワイヤたるみ検知装置ワイヤたるみ検知装置

ワイヤたるみ検知装置 ワイヤたるみ検知装置



ケースを外した場合

ケース

（２）バトン装置・滑車の取り付け方
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場所に貼り付けください。

　①バトン装置のケースを外します。（図①）

　③バトン装置の後面より45mm戻った所を吊りピッチ芯（図②）にして、バトンパイプの吊りピッチに滑車を取り付けます。

　 　取り付けはM10サイズのボルト、ナット（別途)を使用ください。（注）３・４点吊りの場合、中央の滑車にt5mmのベースを付けて取付けてください。

　⑤モーター端子に電源・操作線を確実に結線（図④）をします。

　⑥ワイヤーを伸ばしながら降位置で吊金具にワイヤーを通しワイヤークリップ(３個/１本）を使用し締め付けます。（図⑤）

　⑦吊金具にバトンパイプを通し上図の位置に止めネジで固定ください。（図⑤)

　⑧昇位置/昇FINAL位置、降位置/降FINAL位置は工場出荷時に設定されております。万が一、停止位置の調整が必要な場合は次項のリミット調整の

　 　欄をご参照下さい。なお、昇位置/昇FINALの位置は変更しないようにお願いします。

　⑨調整が完了すれば、バトン装置にケースを取付ます。付属のビスを使用し、しっかりと締め付けください。

　⑩バトンパイプ両端に付属の注意書きシールを貼ってください。（図⑤）

⑪定期点検時期お知らせシールをバトンパイプや壁スイッチ付近の確認しやすい場所に貼り付けてください。

３

　②バトンボックスのセンターに、バトン装置を取付ます。但し、３点吊り以上の場合は前ページの図面を参照ください。

　　 取り付けはM10サイズのボルト,ナット（別途)を使用し強固にボックスに取り付け願います。

　④滑車の横にワイヤたるみ検知装置を取り付けた後にワイヤーを通します。（図③）(３・４点吊りの場合は左右外側２か所の滑車横に取り付けます。）



　工場出荷時に予めリミット調整（昇/降位置）(昇FINAL/降FAINAL）は済んでいますが、微調整が必要です。

昇FINAL位置リミット昇位置リミット

降FINAL位置リミット降位置リミット

DC+

源

電

止

降

昇

COM

結線図

AC100V

スイッチ

モーター 

電圧: AC100V 50/60Hz

（４）結線図（３）電動昇降バトン仕様一覧

吊下荷重        15kg/30kg/50kg 形式: レバーシブルモーター,B付き

出力:40W/60W/90W

バトンパイプ    φ38x1.5t ステンレス鏡面仕上げ

滑車　　　　　  φ70

　モーター端子は、確実に下図の様に結線してください。

　微調整が必要な場合は、ロックナット⑧をゆるめて下記手順で調整を行ってください。

各リミットの調整方法は下記を参照ください。

（５）リミット調整

４

最大昇降距離      4,000mm

バトン長さ   　   4,000mm

吊点数　　　　　　3点

速度　　　　　　  約8cm/s ワイヤー　　　  φ2.5　スチールワイヤ



バトン

「止」ボタン

（バトンが停止します）

（バトンが上昇します）

「昇」ボタン

（バトンが下降します）

「降」ボタン

降

止

昇

　スイッチはパルス式ノンロックスイッチを使用しています。スイッチを一度押せば、バトン装置の制御回路が

リミットスイッチとなります。

調整ネジの推奨調整範囲は下記を参照ください。

（７）ご使用方法

　作動して、あらかじめ設定した停止位置まで自動的に動き、停止します。

　　　 バトンが収納されて、自動的に止まります。

　　　 スイッチの「昇」ボタンを押してください。

　② バトンを収納するとき

　　　 バトンが所定の位置まで下降し、自動的に止まります。

　　　 スイッチの「降」ボタンを押してください。

　① バトンを降ろすとき

　　　 その位置で停止します。

　　　 スイッチの「止」ボタンを押してください。

　③ バトンを途中で止めるとき

バトンのご使用時には周囲の安全を確認頂き、障害物や人にに接触しないことを事前に確認ください。

５

バトンパイプが障害物に接触することで

障害物

バトンパイプ

ワイヤーがたるむ。

リミットスイッチが作動。

ワイヤーがたるむことでウエイト滑車が下降し

ウエイト滑車

リミットスイッチ

リミットスイッチの取り付け高さを調整し

検知感度の調整を行ってください。

(極力少ないたるみで検知する位置に設定。)

POINT！

（６）ワイヤたるみ検知装置について

ワイヤたるみ検知装置はバトンパイプ下降位置に、万が一障害物があった場合、接触時にバトンモーターを停止させるための



（８）特にご注意頂きたい事

６



納品させて頂きました電動昇降バトンはワイヤーを用いた吊物設備となります。

吊物設備は定期点検を実施いただくことで初期性能を維持し安全にご使用いた

だくことができます。

定期的な点検を実施せずに長年ご使用されますと部品の経年劣化等により突発

的な故障が発生する可能性がございます。末永く安全にご使用いただくために

は定期的な点検の実施が不可欠で１年毎の点検を弊社では推奨しております。

また、吊物設備は多くの機器や部品の組み合わせにより構成されており、点検

項目も多岐にわたり専門の技術者による点検が必要です。

何卒、定期点検の実施のご検討をお願い申し上げます。

なお、定期点検のご相談、ご依頼はご購入されました販売店または弊社支店の

営業担当者までお問い合わせください。

※定期点検のおすすめ※

７


